○滝川地区広域消防事務組合工事請負業者資格審査職員会議設置基準

制　定　　平成17年４月13日
（設置）

第１条　滝川地区広域消防事務組合が建設工事を発注する場合における請負業者の適格性の判定及び格付けを行うために、滝川地区広域消防事務組合工事請負業者資格審査職員会議（以下「職員会議」という。）を置く。

　（業務）

第２条　職員会議は、建設工事の請負を希望する請負業者について、滝川市の要綱等の準用に関する要綱（平成17年４月13日施行）に基づき、その適格性を判定し、級別の格付けを行うものとする。

　（組織）

第３条　職員会議は、次の委員をもって組織する。

⑴　事務局長

⑵　事務局次長

  ⑶　組合構成市町の消防担当部課長

  ⑷　消防長

　（委員長）

第４条　職員会議に委員長を置き、事務局長をその職に充てる。

２　委員長は、職員会議を代表し、会務を総理する。

３　委員長が事故等により出席できないときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

　（臨時委員）

第５条　委員長は、第３条に定める委員のほかに審査を行うために必要があると認めたときは、当該審査を行う期間に限り臨時の委員に指名することができる。

　（会議）

第６条　職員会議は、必要に応じて委員長が招集する。ただし、委員長が職員会議の開催の必要がないと認めるときは、持ち回り職員会議により取扱うことができる。

２　職員会議は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。

３　会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決するところによる。

　（報告）

第７条　委員長は、職員会議の結果を速やかに組合長に報告しなければならない。

　（庶務）

第８条　職員会議の事務局を消防本部警防課に置き、事務局長は、課長とする。

２　事務局職員として、消防本部警防課の職員をもってこれに充てる。

３　前２項に掲げるもののほか、委員長が必要と認めたときは、臨時の事務局職員を指名することができる。

　（守秘義務）

第９条　職員会議の委員長、委員及び事務局員は、その職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。

　（委員長への委任）

第10条　この基準に定めるもののほか、職員会議の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定める。

　　　附　則

　この基準は、平成17年４月13日から施行する。

